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インド Power Finance Corporation 向けシンジケートローンの実行について 

～「第４のメガバンク構想」における地域金融機関連携および海外ビジネスの推進～ 
 

 

株式会社 SBI 新生銀行（東京都中央区、代表取締役社長 川島 克哉、以下「当行」）は、インド政府系ノンバン

クである Power Finance Corporation Limited※（以下「PFC」）向けに、当行が単独アレンジャーを務める円建てシンジ

ケートローンを組成し、2026年6月30日に実行しました。 

 

本件は、日本の地域金融機関と連携し、海外有力企業への資金供給を実現したクラブ型シンジケートローンです。

当行がこれまで構築してきた PFC との取引関係を基盤に、同社の資金需要と日本の地域金融機関の投資ニーズを

結び付けることで実現したものです。本シンジケートローンには当行のほか、複数の地域金融機関が参加し、総額84億

円のシンジケートローンとして実行されました。 

 

当行は、海外企業向けファイナンスにおいてアジア太平洋地域（APAC）を重点エリアと位置づけ、当該地域における

海外企業との中長期的な関係構築・強化に取り組んでいます。こうした取り組みを通じ、海外企業の資金ニーズへの

対応と、日本の地域金融機関の多様な融資機会のニーズを結びつけ、双方にビジネス機会を提供する活動を推進し

ています。 

 

本件はその一環として、インドの電力セクターを支える PFC への資金供給を通じ、同国のインフラ・産業基盤の発展

に貢献するものです。 

 

当行は今後も、地域金融機関との連携を通じて国内外の多様な投融資機会の創出・提供に取り組み、SBI グル

ープが進める「第4のメガバンク構想」における「広域地域プラットフォーマー」の中核銀行として、協調融資等を通じて地

域金融機関との連携を一層強化するとともに、海外ビジネスの拡大に取り組んでまいります。 

 

 
※【PFC の概要】 

名   称 Power Finance Corporation Limited (PFC) 

概   要 インド政府によって1986年に設立された、国内の電力公共セクター向けファイナンス会社。イ

ンドの電化政策推進おいて重要な役割を担う。 

上   場 インド上場（インド政府出資56%） 

格   付 Moody’s：Baa3、Fitch：BBB-（インド・ソブリン格付と同水準） 

 

 

以 上 

 

お問い合わせ先 

    SBI新生銀行 サステナビリティ＆コミュニケーション統括部 

報道機関のみなさま SBIShinsei_PR@sbishinseibank.co.jp 

株主・投資家のみなさま SBIShinsei_IR@sbishinseibank.co.jp 
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